
 

 

・検鏡で確定診断が必須：誤診は後で「しっぺ返し」 

・原則は内服治療:20 年ぶりに新薬登場 

・外用の適応となるのは 

・外用が効くタイプ（中等度までの DLSO、 SWO） 

・外用のほうが効くタイプ（削れる SWO、楔形） 

・合併症・副作用で内服できない人 

・内服に抵抗を示す人 

・アドヒアランスを高める必要：治療ゴールの説明 

・塗り方と治療のゴールの説明 

 

静岡県保険医協会 西部支部 研究会のお知らせ 

実地医家のための 
爪白癬診療ＡtoＺ 

  

 

 

 

 

 

《日 程》  2018 年１１月２７日(火) 19時 15 分～21時 

        19 時 15分～情報提供  19 時 30分～講演会 

《会 場》  アクトシティ浜松研修交流センター ６F 62研修交流室 

         (浜松駅徒歩 10分  浜松市中区中央 3-9-1) 

《講 師》  宮地 良樹 先生 

       京都大学名誉教授 

  静岡県立総合病院参与 兼 リサーチサポートセンター長 

 

 

 

《対 象》 医師、歯科医師、スタッフ   《参加費》  無料 

《共 催》 佐藤製薬株式会社、株式会社メディセオ、静岡県保険医協会 

参加ご希望の方は、FAX（０５４－２８１－７４７３）にてお申込み下さい。  

◇ 11/27｢実地医家のための爪白癬診療ＡtoＺ｣に参加します。  

会員名                   参加人数     名 

医療機関名                 所在地      市・町 

[講演要旨] 

【講師プロフィール】 

 京都大学医学部卒業・天理よろづ相談所病院内科レジデントを経て、1998年京都大学皮膚科教授、2014

年京都大学名誉教授・滋賀県立成人病センター病院長、2017年滋賀県立成人病センター総長、2018年～

現在京都大学名誉教授 静岡県立総合病院参与 兼 リサーチサポートセンター長  


